
　１０月１７日（金）貫もりあげ隊の皆さんと一緒にな
って「椿を植えよう」を実施しました。この企画はかつ
て鋼製造の際の炭やさび止めに欠かせなかった椿に注目
して、東屋城山を椿でいっぱいにしたいという願いが込
められた企画です。当日は日貫小７名と石見東小の３年
生、地域の皆さんと一緒に椿の苗を植樹しました。この
植樹した椿が将来花をたくさん咲かせて東屋城山が椿い
っぱいになったらとっても素敵ですね。

がたくさん咲きますように

　１１月３日（月）この日は晴天に恵
まれ、地域の方、保育所、保護者のみ
なさんの参加で東屋そばグループの東
玉枝さんからご指導を受けながら「そ
ばの収穫体験」を行いました。日の入
りが早く、なんとか暗くなるまでに刈
ったそばを干す作業までできました。
ありがとうございました。

椿

　１０月２９日（水）邑南町郷土館で行われた企画展「戦後８０年、戦争を知らない人たちへのメッ
セージ」展へ行きました。この企画展はシベリア抑留経験のある邑南町在住の画家・品川始さんの作
品や郷土館で所蔵している戦争資料を鑑賞し、改めて戦争と平和について考えようという企画です。
展示品の中には戦地へ向かう兵士の無事を祈って、家族や親せき、友人らが「日の丸」の旗に寄せ書
きした「出征旗」や帰還を願って千人の女性が玉留めを縫った「千人針」、招集令状（赤紙）などが
あり、当時の人たちの思いや苦労を感じずにはいられませんでした。特に印象に残ったのが「軍靴」
でした。この軍靴は重さが1.3㎏あり、兵隊はこの重い靴を履いて一日20～30㎞も歩きました。もち
ろん足のサイズに合う靴を支給されたわけではないため、靴に自分の足を合わせたそうです。この企
画展を通して今この日本がどんなに平和なのか、私たちは噛みしめなければいけないなと感じた企画
展でした。
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争の悲惨さを今に伝える
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秋まつり
　１０月１５日（水）に秋まつりが大原神社で行われ
ました。当日は天気も良く、はっぴで身をつつみ小学
生は御神輿を担ぎ、保育所の子どもたちや小学生も御
神輿につながれた紐を持ち、笛や太鼓の音を聞きなが
ら、「わっしょい！わっしょい！」と威勢のいい掛け
声を町中に響かせていました。
　この日貫のまつりを子どもたちに引き継ぐために、
これからも皆様のご参加、ご声援をよろしくお願いい
たします。
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　邑南町郷土館　森岡館長



仕活動のお礼
　１１月８日（土）に地域福祉ボランティ

アの日に合わせて、公民館周辺の溝掃除や

草刈りをしていただきました。悠和会、ひ

のしろ会、地域のたくさんの方のおかげで

公民館の敷地全体が本当にきれいになりま

した。ありがとうございました。

奉

※公民事業で写真を撮影し、公民館だよりで使用したり、ケーブルテレビ等の取材が入る場合がありますが、

ご了承ください。

お問い合わせ先　邑南町教育委員会　

﻿学びのまち推進課　電話８３－１１２７

コミスクコーナー 日貫公民館11月、12月の予定
１１／２７（木）手芸教室　

１２／　４（木）ヨガ教室

１２／１０（水）

　　　　～１２／１２（金）スマホ教室

１２／１７（水）３B 体操

１２／２Ⅰ（日）四季の集い

１２／２５（木）手芸教室

１２／２７（土）カラオケ教室

　※　毎週火曜日　運動教室

１２月カレンダー

日貫地区（人口と世帯数）

　男　１７８人（－１人）

　女　１９８人（±０人）

合計　３７６人

世帯数　１９１世帯

高齢者比率　５６．９％　※（）内は前月比

令和７年１０月末現在の人口

町政座談会
　１０月３０日（木）に町政座

談会が行われました。この日は

地域から約３０人の方が来ら

れ、町長と意見交換をしまし

た。神楽、空き家、道路、道の

駅などたくさんの質問や意見が

出ました。

フラワーアレンジメント
　公民館にいつも

きれいなフラワー

アレンジメントが

飾ってあります。

これは橋津フサミ

さんが毎月、四季

折々の飾りで華や

かにしていただい

ています。いつも

ありがとうござい

ます。

　来年度にコミュニティ・スクールを立ち上げるための第１回石見地
域導入準備会を9月に行い、その後、11月にかけて計３回の会合を開
催しました。メンバーは、石見地域の小中学校の校長と公民館主事、
公民館長、学校支援地域コーディネーターです。
準備会では、学校・地域双方の代表を選出し、来年度の協議会の開催
回数や時期、内容について検討しました。開催回数については、各学
期毎に合計3回とし、内容は学校運営基本方針の承認や目指す子ども
像の確認、更に前回の会議の内容を深める、年度末評価を行うことで
計画をしています。協議会の人選については、保護者代表、各地区で
活動されている地域の方、学校支援地域コーディネーター、矢上高
校、石見養護学校などからメンバーを選ぶ予定で調整しています。準
備会では飲み物などを用意し、リラックスできる雰囲気をつくること
で、第1回同様温かく楽しい雰囲気の中で会は進みました。邑南町コ
ミュニティ・スクールの合い言葉である「みんなでつなげるたのしい邑
南」を意識した会が持てたのではないでしょうか。
　これから来年度に向けて、今月末には各地域で検討した内容を代表
者会の中で共有することとなります。目指す子ども像を意識して取り
組むことが大切だと感じています。

容器包装紙


